
No.194No.194
2022年1月30日2022年1月30日

発行／静岡県駿東郡清水町議会

11月議会

 
清水町をさらに魅力的なまちにするには …

ワクチン３回目接種　２月から………

一般質問　6人が町政を問う ………

202２新成人  はたちの抱負 …………

 
清水町をさらに魅力的なまちにするには …

ワクチン３回目接種　２月から………

一般質問　6人が町政を問う ………

202２新成人  はたちの抱負 ………… 12

6

4

2
高校生にアイデアを聴く沼津商業高校生徒会と

グループディスカッション
（P2・P3に記事を掲載）



　広報広聴委員会では、若い世代、特にこれから有権者
になる高校生の意見や考えを聴くことを目的に、毎年、
沼津商業高校生徒会と懇談をしています。
　今回は、令和3年12月16日に「清水町をさらに魅力的
なまちにするには」をテーマに、３つのグループに分か
れ、議員と一緒にグループディスカッションを行いました。

沼津や三島に近くて
買い物に便利

住みやすさ＝近所付
き合い

柿田川公園で高校の
部活（吹奏楽、ダンス、
和太鼓など）が出る
イベントをする

公園内にキッチン
カーを

柿田川を舟で見られ
るように

ゆうすいくんと地元
企業のマスコットで
コラボ

町民と協力して「自
慢したくなるような
町」にする

絶景スポットをつく
る

交通量が多い割に道
路が狭い

バスの利便性をあげ
る

沼津や三島への直行
便を安い料金で

横断歩道を増やす

駅があったらよい

まちづくり

交通の利便性｠

柿田川でイベントを｠

リ
ラ
ク
ゼ
ー

シ
ョ
ン
施
設
も

い
い
ね

柿
田
川
以
外
の

魅
力
も
発
信
で

き
た
ら…

緑米を使って餅をつ
くる

ゆうすいくんを使っ
たスタンプラリー

国道１号沿いの店で
競い合うコンテスト 丸池の桜並木をラ

イトアップ

川を渡るのではなく、
川を進む橋をつくる

狩野川を利用した
プールをつくる

浄水場施設を見学で
きるように

特産品を使ったスイー
ツを出してくれるゆっ
くりできるカフェ

清水町ラーメンフェス
ティバルや
肉フェスティバルを開催

親子連れで行ける
ゆうすいくんのレ
ストラン

柿田川の近くに、目
印になるような施設
をつくる

開催したいイベント｠

特産品を使って｠｠

水辺を活かして

冬
に
は
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
も

・サービス業　　　　
・クルマ関係
・子どもの福祉関係
・病院勤務
・看護師

・結婚式場関係　　　
・服飾系
・パソコン事務
・テーマパーク勤務
・保育士

なりたい職業を聞いてみましたなりたい職業を聞いてみました

　
生
徒
会
の
メ
ン
バ
ー
の

う
ち
、
清
水
町
在
住
の
生

徒
は
３
名
。
み
な
さ
ん
、

自
分
の
住
ん
で
い
る
所

や
、
通
学
し
な
が
ら
見
た

清
水
町
を
イ
メ
ー
ジ
し

て
、
自
由
に
思
い
思
い
の

意
見
を
言
葉
に
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　
や
は
り
、
柿
田
川
を
観

光
や
イ
ベ
ン
ト
に
、
と
い

う
声
が
多
く
、ま
た
、ラ
ー

メ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を

推
す
ア
イ
デ
ア
も
そ
れ
ぞ

れ
の
グ
ル
ー
プ
か
ら
出
さ

れ
ま
し
た
。

　
若
者
の
意
見
を
聞
く
だ

け
で
な
く
、
こ
れ
か
ら
実

現
さ
せ
ら
れ
る
か
ど
う

か
、
大
人
の
本
気
度
が
試

さ
れ
ま
す
。
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　出
産
育
児
一
時
金
の
額

が
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
る
分
娩
機
関
で
出

産
し
た
場
合
は
42
万
円
、
そ

う
で
な
い
場
合
は
40
万
８
千

円
と
な
る
よ
う
だ
が
、
こ
の

違
い
は
。

　
　こ
れ
ま
で
出
産
育
児
一

時
金
の
額
は
40
万
４
千
円

だ
っ
た
が
、
産
科
医
療
補
償

制
度
に
加
入
す
る
分
娩
機
関

で
出
産
し
た
場
合
に
は
補
償

を
受
け
る
た
め
の
掛
金
分
１

万
６
千
円
を
加
算
し
、
総
支

給
額
と
し
て
42
万
円
を
支
給

し
て
き
た
。
今
回
、
産
科
医

　
　令
和
４
年
度
か
ら
施
行

さ
れ
る
児
童
手
当
法
等
の
一

部
改
正
の
内
容
は
。
　

　
　児
童
手
当
法
の
特
例
給

付
対
象
者
の
う
ち
、
所
得
が

一
定
額
以
上
の
方
に
つ
い
て

は
、
令
和
４
年
10
月
支
給
分

か
ら
特
例
給
付
が
支
給
対
象

外
と
な
る
。
ま
た
、
児
童
手

当
の
現
況
届
に
つ
い
て
、
令

和
４
年
度
分
か
ら
一
律
の
提

出
義
務
を
見
直
し
、
公
簿
等

で
現
況
届
の
内
容
を
確
認
す

る
こ
と
が
で
き
る
場
合
、
原

則
不
要
と
す
る
も
の
。

療
補
償
制
度
の
掛
金
が
１
万

２
千
円
に
減
額
と
な
り
、
総

支
給
額
が
減
額
と
な
る
と
こ

ろ
だ
が
、
少
子
化
対
策
の
重

要
性
に
鑑
み
総
支
給
額
は
42

万
円
を
維
持
す
べ
き
と
さ
れ

た
こ
と
を
受
け
、
減
額
分
４

千
円
を
出
産
育
児
一
時
金
の

額
に
増
額
し
た
。

　
　出
産
す
る
側
に
と
っ
て

は
産
科
医
療
補
償
制
度
に
加

入
し
て
い
る
施
設
か
ど
う
か

は
分
か
り
に
く
い
と
思
う
が
、

そ
の
点
を
被
保
険
者
に
提
示

し
て
い
る
の
か
。

11月定例会

　令
和
３
年
第
４
回
定
例
会
を
11
月
30
日
か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
18
日
間
に

わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　出
産
育
児
一
時
金
の
支
給
額
を
増
額
す
る
た
め
の
清
水
町
国
民
健
康
保
険

条
例
の
一
部
改
正
や
道
路
占
用
料
の
改
定
を
行
う
た
め
の
条
例
改
正
、
一
般

会
計
・
特
別
会
計
補
正
予
算
な
ど
８
議
案
を
審
議
し
、
す
べ
て
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。（
全
員
賛
成
）

　一
般
質
問
で
は
、
６
人
の
議
員
が
質
問
し
ま
し
た
。

　
　医
療
機
関
で
あ
れ
ば
通

常
産
科
医
療
補
償
制
度
の
掛

金
を
掛
け
て
運
営
し
て
い
る
。

　
　出
産
育
児
一
時
金
の
直

接
払
い
の
制
度
を
ど
れ
だ
け

周
知
し
て
い
る
の
か
。

　
　被
保
険
者
に
配
付
し
て

い
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
記
載

さ
れ
て
お
り
、
医
療
機
関
側

か
ら
も
出
産
育
児
一
時
金
の

制
度
を
紹
介
し
て
い
た
だ
け

て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。

答

答答

問

問

問

    
出
産
育
児
一
時
金
の
増
額

条例
改正

補正
予算

答 問

児
童
手
当
シ
ス
テ
ム
改
修

子
育
て
世
帯
等
臨
時
特
別
支
援

接種  ２月から

　総
支
給
額
42
万
円
を
維
持
す
る
た
め
出
産
育
児
一
時
金
を
増

額
す
る
。

（
出
産
育
児
一
時
金+
産
科
医
療
保
償
制
度
掛
金
＝
総
支
給
額
）
　
　

　改
正
前

　40
万
４
千
円
＋
１
万
６
千
円
＝
42
万
円

　改
正
後

　40
万
８
千
円
＋
１
万
２
千
円
＝
42
万
円

児
童
手
当
法
の
一
部
改
正
に
伴
う
シ
ス
テ
ム
改
修
費

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

      

１
７
６
万
円

　国
の
コ
ロ
ナ
克
服
・
新
時
代
開
拓
の
た
め
の
経
済
対
策
の

一
環
と
し
て
、
高
校
生
以
下
の
子
ど
も
に
対
し
一
人
当
た
り

５
万
円
の
先
行
給
付
金
を
給
付
。   

　２
億
５
０
０
０
万
円

年収1200万円以上
（特例給付）
年収960万円以上
1200万円未満

年収960万円未満

現状収入額の目安
児童手当の額 （1人あたり月額）

廃止

5000円
一律5000円

（注）

現状と変更なし

0歳～2歳 15000円
3歳～小学生 10000円
（第3子以降は15000円）
中学生 10000円

令和4年10月支給分以降

表
中
の
年
収
は
、
扶
養
親
族
が
3

人
の
場
合
で
す
。
実
際
は
、
給
与

所
得
控
除
等
を
控
除
し
た
後
の
所

得
額
で
所
得
制
限
を
確
認
し
ま
す
。
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　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

は
３
回
目
の
接
種
に
向
け
た

準
備
も
始
め
ら
れ
て
い
る
と

思
う
が
、
前
回
の
接
種
時
に

は
高
齢
者
の
予
約
に
つ
い
て

か
な
り
の
苦
情
が
入
っ
て
き

た
と
思
う
。
予
約
方
法
な
ど

の
改
善
点
は
。

　
　接
種
券
に
つ
い
て
は
、

２
回
目
の
接
種
か
ら
概
ね
８

カ
月
後
を
目
安
と
し
て
順
次

分
割
で
発
送
す
る
こ
と
に
加

え
、保
健
セ
ン
タ
ー
は
平
日
、

防
災
セ
ン
タ
ー
は
月
曜
日
の

午
前
中
に
予
約
専
用
特
設
窓

口
を
設
け
る
な
ど
、
予
約
に

混
乱
を
招
か
な
い
よ
う
改
善

し
て
い
く
。

（
※
令
和
４
年
１
月
時
点
で
、

３
回
目
の
接
種
時
期
は
２
回

目
の
接
種
か
ら
７
カ
月
後
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
）

　
　新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
業
務
に
係
る
時
間
外

勤
務
の
総
時
間
数
は
。

　
　10
月
末
ま
で
の
７
カ
月

間
で
、
延
べ
３
２
１
人
の
職

員
が
約
２
８
２
９
時
間
の
時

間
外
勤
務
を
行
っ
て
い
る
。

内
訳
と
し
て
、
担
当
課
で
あ

る
健
幸
づ
く
り
課
職
員
が
２

０
２
４
時
間
。
担
当
課
以
外

の
応
援
職
員
が
８
０
５
時
間
。

　
　現
在
、
保
健
師
が
９
名

で
通
常
よ
り
１
人
少
な
い
状

況
で
あ
る
。
専
門
的
な
資
格

を
持
つ
職
員
の
確
保
は
重
要

な
課
題
と
認
識
し
て
い
る
が
、

町
の
考
え
は
。

　
　来
年
度
の
新
規
採
用
で

保
健
師
を
募
集
し
た
が
確
保

で
き
な
か
っ
た
。
専
門
的
な

資
格
を
持
つ
職
員
に
つ
い
て

は
随
時
募
集
を
か
け
、
新
卒

の
み
な
ら
ず
経
験
者
も
含
め

募
集
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

ワクチン３回目

　
　歳
入
の
寄
附
金
で
は
使

途
が
決
ま
っ
て
い
る
３
０
０

万
円
余
を
計
上
し
た
よ
う
だ
　
　
　
　

が
、
一
般
寄
附
と
ふ
る
さ
と

納
税
の
そ
れ
ぞ
れ
の
件
数
と

額
は
。

　
　一
般
寄
附
に
つ
い
て
は

１
件
で
１
万
円
。
ふ
る
さ
と

納
税
に
つ
い
て
は
、
個
人
分

が
３
９
９
件
で
２
４
１
万
９

千
円
で
あ
り
企
業
分
は
２
件

で
60
万
円
で
あ
る
。

議案審議

ワ
ク
チ
ン
接
種

ふ
る
さ
と
納
税

答 問問

答答 問

　
　歳
出
で
計
上
し
て
い
る

報
償
金
２
７
０
万
円
は
ふ
る

さ
と
納
税
の
返
礼
品
調
達
費

と
の
こ
と
だ
が
、
ふ
る
さ
と

納
税
に
よ
る
寄
附
額
が
約
３

０
０
万
円
と
い
う
こ
と
は
、

そ
の
ほ
と
ん
ど
を
報
償
金
と

し
て
使
う
と
い
う
こ
と
か
。

　
　当
初
予
算
で
は
、
年
間

の
ふ
る
さ
と
納
税
に
よ
る
寄

附
額
を
３
０
０
万
円
と
想
定

し
国
が
定
め
る
返
礼
品
割
合

３
割
を
乗
じ
た
90
万
円
の
報

償
金
を
計
上
し
て
い
た
が
、

11
月
末
に
お
け
る
寄
附
額
が

８
０
０
万
円
余
と
な
っ
て
お

り
、
こ
の
ま
ま
推
移
し
た
場

合
、
年
間
で
１
２
０
０
万
円

の
寄
附
額
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
返
礼
品
調
達
費
の
不
足

分
と
し
て
２
７
０
万
円
を
計

上
し
た
。

答 問2014 年度 5 件 110 万円
2015 年度 105 件 343 万円
2016 年度 183 件 269 万円
2017 年度 166 件 236 万円
2018 年度 178 件 250 万円
2019 年度 205 件 281 万円
2020 年度 342 件 470 万円

ふるさと納税寄附額の実績

清水町の返礼金（一部）
・特選国産うなぎ蒲焼真空パック
・ラーメン 3食セット
・ところてんで作ったあんみつ
・自家焙煎珈琲
・柿田川野菜  3 種のレタス詰め合わせ
・清水町産　お米
・柿田川富士山百年水

一番人気

　新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
事
業
に
係
る
10
月
及

び
11
月
分
の
事
務
経
費
（
第
６
回
補
正
予
算
）     

８
４
３
万
円

　令
和
４
年
２
月
か
ら
予
定
し
て
い
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
接
種
３
回
目
に
係
る
経
費
（
第
７
回
補
正
予
算
）

５
７
０
０
万
円

答 問
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創
業
支
援
は
商
工
会
と
の
連
携
で

三
者
で
担
っ
て
い
く
こ
と
が
肝
要

答
問　

　平
成
29
年
度
か
ら
町
が

創
業
支
援
関
連
事
業
を
始
め

た
理
由
と
位
置
付
け
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

第
４

次
清
水
町
総
合
計
画
に
お
け

る
企
業
や
後
継
者
の
育
成

な
ど
の
産
業
の
活
性
化
支
援
、

新
た
な
産
業
の
創
出
等
に
取

り
組
む
基
本
事
業
の
一
つ
と

し
て
開
始
し
た
。
創
業
支
援

関
連
事
業
は
、
本
町
に
お
け

る
地
方
創
生
の
重
要
な
施
策

の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
。

　
　創
業
支
援
等
窓
口
運
営

業
務
を
委
託
と
し
た
理
由
は
。

　
  （
産
業
観
光
課
長
） 

今
後

町
の
産
業
観
光
振
興
を
推
進

す
る
上
で
、
今
ま
で
の
町

と
商
工
会
と
の
連
携
以
上
に

新
た
な
創
業
支
援
の
担
い
手

と
な
る
推
進
組
織
を
設
置
し
、

専
門
的
な
人
材
に
よ
る
戦
略

的
な
事
業
展
開
が
必
須
で
あ

大濱 博史

６人が町政を問う６人が町政を問う６人が町政を問う
「一般質問」とは、行財政全般にわたる議員主導による政策の議論です。

質問者の動画
が見られます

る
と
い
う
意
見
に
基
づ
き
、

国
か
ら
認
定
連
携
創
業
支
援

等
事
業
者
と
し
て
新
た
に
認

定
を
受
け
設
立
さ
れ
た
一
般

社
団
法
人
「
清
水
町
ゆ
う
す

い
未
来
機
構
」
に
、
本
事
業

を
委
託
し
た
。

　
　本
事
業
の
委
託
料
、
創

業
者
数
と
税
収
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

委
託

料
は
、
平
成
29
年
度
９
９
６

万
円
、
30
年
度
１
２
０
０
万

円
、
令
和
元
年
度
１
５
０
６

万
円
、
２
年
度
１
５
９
９
万

円
、
創
業
支
援
等
窓
口
の
相

談
業
務
を
利
用
し
創
業
し
た

事
業
者
数
は
12
件
、
創
業
し

た
事
業
主
か
ら
の
直
接
的
な

税
収
は
20
万
円
余
で
あ
る
。

　
　産
業
創
出
支
援
事
業
費

補
助
事
業
を
導
入
し
た
理
由

と
事
業
費
、
利
用
者
数
と
税

収
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
） 

新
規

創
業
が
増
加
す
る
こ
と
で
雇

用
の
確
保
や
将
来
的
な
税
収

の
維
持
・
拡
大
が
図
ら
れ
る

と
共
に
、
住
民
生
活
の
利
便

性
向
上
な
ど
、
町
の
産
業
や

経
済
全
体
の
底
上
げ
に
貢
献

す
る
も
の
と
考
え
導
入
し
た
。

産
業
創
出
支
援
事
業
費
補
助

金
を
利
用
し
た
事
業
者
数
は

23
件
、
事
業
費
は
、
平
成
30

年
度
２
０
０
万
円
、
令
和
元

年
度
４
３
８
万
７
０
０
０
円
、

２
年
度
は
１
２
１
２
万
７
０

０
０
円
、
３
年
度
は
１
０
０

万
円
を
予
算
計
上
し
た
。
事

業
主
か
ら
の
直
接
的
な
税
収

は
約
70
万
円
で
あ
る
。

　
　創
業
支
援
関
連
事
業
は
、

町
と
商
工
会
が
連
携
し
て
取

り
組
む
こ
と
が
効
率
的
と
考

え
る
が
、
町
の
考
え
は
。

　

  （
産
業
観
光
課
長
）
町
、

商
工
会
、
委
託
先
の
ゆ
う
す

い
未
来
機
構
が
、
最
適
な
支

援
が
で
き
る
よ
う
そ
れ
ぞ
れ

の
役
割
や
特
長
を
生
か
し
な

が
ら
、
創
業
支
援
相
談
窓
口

等
の
事
業
を
担
っ
て
い
く
こ

と
が
肝
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
　来
年
度
以
降
の
創
業
支

援
関
連
事
業
の
在
り
方
は
。

　

  （
町
長
） 

委
託
事
業
、
補

助
事
業
に
限
ら
ず
全
て
の
事

業
に
つ
い
て
、
有
効
性
や
効

率
性
を
含
め
た
成
果
や
支
出

を
、
事
務
事
業
評
価
シ
ー
ト

に
よ
り
検
証
し
た
上
で
、
翌

年
度
の
予
算
計
上
を
行
う
こ

と
と
し
て
い
る
。

　創
業
支
援
関
連
事
業
に
つ

い
て
も
、
他
の
事
業
と
同
様

に
、
有
効
性
や
効
率
性
を
含

め
た
成
果
や
支
出
を
精
査
し

判
断
し
た
い
。

感染予防対策として発言席にアクリル板を設置しています。

答

答

問

問

問問 答答

答 問

答 問

ゆうすい未来機構における創業相談
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急
傾
斜
地
の
安
全
対
策
は

国
県
指
導
の
も
と
調
査
・
研
究

答
問

問
　土
砂
災
害
の
危
険
の
あ

る
地
域
に
対
し
、
町
で
は
ど

の
よ
う
な
対
策
を
行
っ
て
い

る
の
か
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
）
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
等
で
警
戒
区

域
に
居
住
し
て
い
る
と
の
認

識
を
持
っ
て
い
た
だ
く
と
と

も
に
、
災
害
時
に
は
早
め
の

避
難
を
促
し
て
い
る
。
こ
の

た
め
、
一
定
規
模
以
上
の
地

震
や
台
風
等
に
よ
る
大
雨
の

際
に
は
、
早
め
の
避
難
に
備

え
消
防
署
や
地
元
消
防
団
、

町
職
員
等
に
よ
る
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
情
報
収
集
を
行

う
と
と
も
に
、
地
域
と
連
携

し
て
避
難
所
の
確
保
と
受
入

態
勢
を
整
え
る
な
ど
安
全
確

保
に
努
め
て
い
る
。

　
　災
害
か
ら
住
民
の
生
命

財
産
を
守
る
た
め
の
事
業
と

し
て
国
や
県
の
政
策
と
一
体

に
な
っ
て
急
傾
斜
地
の
対
策

を
行
っ
て
い
く
考
え
は
あ
る

の
か
。

　

  （
町
長
）
急
傾
斜
地
の

対
策
事
業
を
実
施
す
る
た
め

に
は
、
ま
ず
全
体
計
画
を
作

成
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
た
め
、
今
後
、
県
等
の

指
導
を
い
た
だ
き
な
が
ら
調

査
・
研
究
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

　
　健
幸
ス
ポ
ー
ツ
の
駅
に

指
定
す
る
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施

設
は
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

指

定
を
予
定
し
て
い
る
民
間
ス

ポ
ー
ツ
施
設
は
、
ス
ポ
ウ

エ
ル
健
身
塾
、
フ
ィ
ッ
ト
ネ

ス
プ
ラ
ザ
・
ス
プ
ラ
ッ
シ
ュ
、

メ
デ
ィ
カ
ル
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

エ
ム
等
で
あ
る
。

　
　ま
ち
歩
き
ア
プ
リ
は
ど

の
よ
う
な
も
の
に
な
る
の
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
デ
ー
タ
を

グ
ラ
フ
化
す
る
こ
と
に
よ
り

日
常
の
健
康
行
動
を
可
視
化

す
る
機
能
や
、
血
圧
、
体
重
、

睡
眠
時
間
な
ど
を
記
録
す
る

健
康
管
理
機
能
を
持
つ
も
の

を
検
討
し
て
い
る
。
ま
た
、

健
康
情
報
の
通
知
や
お
勧
め

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
マ
ッ
プ
の
掲

載
、
さ
ら
に
は
ウ
ォ
ー
キ
ン

　
　公
共
施
設
の
緑
化
と
し

て
、
ま
ほ
ろ
ば
館
の
屋
上
広

場
に
緑
の
庭
園
を
造
れ
な
い

か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

来

館
者
が
気
軽
に
健
康
を
体
感

で
き
る
場
と
し
て
、
ま
た
親

子
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
場
所

と
し
て
開
放
し
て
い
る
た
め

全
面
的
な
緑
化
は
難
し
い
が
、

鉢
植
え
の
設
置
や
一
部
の
芝

生
化
に
つ
い
て
今
後
検
討
す

る
。

松下 尚美

健
幸
ス
ポ
ー
ツ
の
駅

町
の
緑
化

グ
の
歩
数
で
健
康
ポ
イ
ン
ト

を
付
与
す
る
こ
と
が
可
能
な

機
能
も
備
え
る
予
定
で
あ
る
。

　
　ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
と

の
連
携
は
ど
の
よ
う
に
行
わ

れ
る
の
か
。

　

  （
健
幸
づ
く
り
課
長
） 

ア

プ
リ
で
歩
数
に
応
じ
て
付
与

さ
れ
る
健
康
ポ
イ
ン
ト
を
、

ゆ
う
す
い
ポ
イ
ン
ト
に
交
換

で
き
る
よ
う
検
討
し
て
い
る
。

質問者の動画
が見られます

答

答

答

答

答

答

問

問

問問

問

問

まほろば館の屋上に緑の癒しを
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期
日
前
投
票
の
体
制
は
適
切
だ
っ
た
か

改
め
て
検
証
を
行
う

答
問

問
　10
月
の
参
院
補
選
と
衆

院
選
挙
は
、
投
票
日
が
近
く
、

期
日
前
投
票
所
が
混
雑
す
る

中
で
、
障
が
い
者
や
高
齢
者

が
案
内
の
不
備
で
ぞ
ん
ざ
い

な
扱
い
を
受
け
た
事
例
が

あ
っ
た
と
町
民
か
ら
聞
い
た
。

　期
日
前
投
票
の
場
所
や
体

制
は
適
切
だ
っ
た
か
。

　

  （
総
務
課
長
） 

障
が
い
者

や
高
齢
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た

声
に
つ
い
て
は
真
摯
に
受
け

止
め
、
期
日
前
投
票
を
行
う

際
の
流
れ
な
ど
改
め
て
検
証

を
行
い
、
投
票
し
や
す
い
環

境
づ
く
り
に
一
層
努
め
る
。

　
　選
挙
公
報
を
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
は
ど
う

か
。　

  （
総
務
課
長
） 

紙
面
よ
り

も
早
く
閲
覧
が
で
き
る
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
の
掲
載
を
充
実

さ
せ
る
こ
と
は
選
挙
人
の
投

票
行
動
を
促
す
上
で
も
有
効

な
手
段
と
認
識
し
て
い
る
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
直
接
選

挙
公
報
を
掲
載
す
る
こ
と
を

含
め
効
果
的
な
方
法
を
県
選

挙
管
理
委
員
会
に
相
談
し
検

討
す
る
。

　
　遠
方
で
生
活
し
て
い
る

学
生
等
が
投
票
で
き
る
不
在

者
投
票
制
度
や
、
重
度
の
障

が
い
者
等
で
も
利
用
で
き
る

郵
便
投
票
制
度
を
も
っ
と
周

知
す
べ
き
で
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

不
在
者
投

票
制
度
は
、
手
続
に
一
定
の

時
間
を
要
し
、
公
示
あ
る
い

は
告
示
後
か
ら
手
続
を
始
め

た
場
合
は
投
票
に
間
に
合
わ

な
い
可
能
性
も
あ
る
た
め
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
制
度
の

紹
介
を
常
時
掲
載
し
て
い
る

が
、
よ
り
よ
い
周
知
方
法
を

さ
ら
に
調
査
し
た
い
。

　
　昨
年
度
末
の
待
機
児
童

数
は
１
０
３
人
だ
っ
た
が
、

今
年
度
の
待
機
児
童
数
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

令

和
3
年
12
月
１
日
現
在
の
国

基
準
に
よ
る
待
機
児
童
は

３
人
発
生
し
、
そ
の
内
訳
は

０
歳
児
１
人
、
１
歳
児
２
人
。

ま
た
、
広
義
の
待
機
児
童
は

94
人
で
、
そ
の
内
訳
は
０
歳

児
41
人
、
１
歳
児
27
人
、
２

歳
児
21
人
、
３
歳
児
３
人
、

４
歳
児
２
人
。

　
　10
年
前
と
比
較
し
た
保

育
所
入
所
者
数
の
割
合
は
。
　
　
　

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

平

成
24
年
度
の
27
・
４
％
に
対

し
、
本
年
度
は
40
・
８
％
と

プ
ラ
ス
13
・
４
ポ
イ
ン
ト
で

あ
り
、
特
に
１
、
２
歳
児
の

利
用
割
合
の
増
加
が
顕
著
で

あ
っ
た
。

問

問

問問

問

問

問 答答

答答

答

吉川 清里

質問者の動画
が見られます　

　町
立
保
育
所
２
園
は
定

員
よ
り
入
所
者
数
が
下
回
っ

て
い
る
が
、
今
後
の
待
機
児

童
対
策
は
。

　

  （
こ
ど
も
未
来
課
長
） 

人

材
が
不
足
し
て
い
る
町
立
保

育
所
の
保
育
士
を
確
保
す
る

こ
と
に
よ
り
受
け
入
れ
人
数

を
増
や
す
よ
う
取
り
組
む
。

　
　第
５
次
総
合
計
画
の
中

で
、
待
機
児
童
対
策
を
ど
う

位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

　

  （
町
長
） 

町
で
は
、「
子

ど
も
の
成
長
や
学
び
を
地
域

全
体
で
支
え
る
ま
ち
へ
」
を

達
成
す
る
た
め
の
重
要
な
施

策
の
一
つ
と
し
て
位
置
づ
け
、

待
機
児
童
の
解
消
を
図
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

保
育
所
待
機
児
童
対
策
は

誰もが投票しやすい体制を

答答
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交
通
弱
者
が
利
用
し
や
す
い
循
環
バ
ス
に

よ
り
よ
い
運
行
方
法
を
研
究

答
問

問
　循
環
バ
ス
を
利
用
し
た

く
て
も
利
用
で
き
な
い
と
の

意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

清
水
町
は
面
積
が
狭
い
町
だ

が
、
近
く
の
個
人
店
舗
が
な

く
な
り
、
高
齢
者
に
と
っ
て

は
買
い
物
な
ど
が
便
利
だ
と

は
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
。

循
環
バ
ス
の
利
用
に
つ
い
て

は
、
バ
ス
停
ま
で
の
距
離
が

遠
い
な
ど
の
意
見
が
あ
る
。

高
齢
者
な
ど
交
通
弱
者
が
利

用
し
や
す
い
循
環
バ
ス
に
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

　

  （
く
ら
し
安
全
課
長
） 

バ

ス
停
の
設
置
場
所
、
運
行
路

線
、
時
間
帯
な
ど
、
地
域
公

共
交
通
会
議
や
利
用
者
ア
ン

ケ
ー
ト
等
を
通
じ
て
、
よ
り

よ
い
運
行
方
法
に
つ
い
て
研

究
を
重
ね
て
い
く
。

問
　コ
ロ
ナ
禍
で
経
済
的
に

大
変
に
な
っ
た
と
い
う
方
が

多
く
い
る
。
政
府
も
そ
の
よ

う
な
時
は
生
活
保
護
制
度
が

あ
る
と
案
内
し
て
い
る
が
、

実
際
に
行
政
側
の
ハ
ー
ド
ル

を
下
げ
て
も
、
受
け
る
側
の

意
識
と
し
て
、
受
け
た
く
な

い
と
い
う
場
合
も
あ
る
。
そ

れ
は
、
生
活
保
護
が
、
日
本

国
民
な
ら
健
康
で
文
化
的
な

生
活
が
送
れ
る
と
い
う
権
利

で
は
な
く
、
自
己
責
任
の
問

題
だ
と
い
う
意
識
が
根
付
い

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
か
。

　コ
ロ
ナ
禍
で
国
の
基
準
も

緩
和
さ
れ
て
い
る
の
で
受
け

る
側
が
早
め
に
相
談
で
き
る

よ
う
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

内
容
を
改
善
す
べ
き
で
は
。

森野 善広

　
　要
介
護
者
を
含
め
外
出

が
困
難
な
方
の
た
め
に
介
護

タ
ク
シ
ー
が
あ
る
。
要
介
護

者
で
も
、
こ
の
タ
ク
シ
ー
の

利
用
に
介
護
保
険
が
使
え
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
る
。
要
介
護

者
な
ど
が
、
安
心
し
て
外
出

で
き
る
よ
う
に
支
援
が
必
要

と
考
え
る
が
、
町
の
独
自
の

取
り
組
み
は
。

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

外
出

支
援
は
、
気
分
転
換
や
心
身

の
状
態
の
改
善
に
有
効
な
た

め
、
介
護
保
険
適
用
外
の
介

護
タ
ク
シ
ー
利
用
支
援
な
ど

を
近
隣
市
町
の
状
況
や
先
進

事
例
を
参
考
に
調
査
し
て
い

く
。

もっと利用しやすい循環バスに

質問者の動画
が見られます

問

問

問

答

答

答

生
活
保
護
制
度
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
容
の
改
善
を

外
出
支
援

　

  （
福
祉
介
護
課
長
） 

社
会

保
障
は
、
生
活
を
安
定
さ
せ

向
上
さ
せ
る
機
能
と
、
所
得

再
分
配
機
能
、
経
済
安
定
機

能
と
し
て
重
要
な
こ
と
で
あ

る
。　受

け
た
く
な
い
と
い
う
意

識
も
見
ら
れ
る
生
活
保
護
制

度
に
お
い
て
、
救
貧
状
態
に

な
る
前
に
、
気
軽
に
相
談
で

き
る
よ
う
な
表
現
に
努
め
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
掲
載
内
容

を
よ
り
一
層
充
実
さ
せ
て
い

き
た
い
。
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町
に
対
す
る
要
望
の｢

見
え
る
化｣

を

今
後
の
情
報
公
開
、
情
報
発
信
の
参
考
に
す
る

答
問

　
　

現
状
、
町
へ
の
要
望
に

対
す
る
回
答
は
個
々
に
さ
れ

て
お
り
、
す
べ
て
の
町
民
が

確
認
で
き
る
状
態
で
は
な
い
。

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
、
い

つ
で
も
誰
で
も
要
望
の
内

容
、
場
所
、
対
応
状
況
な
ど

の
情
報
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

し
、
要
望
場
所
が
地
図
上
に

表
示
さ
れ
、
担
当
課
や
地
区

名
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
を
入

れ
る
こ
と
に
よ
り
検
索
で
き

る
よ
う
に
し
、
対
応
完
了
ま

で
の
流
れ
を
公
開
す
る
こ
と

は
、
行
政
の
「
見
え
る
化
」

に
つ
な
が
り
、
ひ
い
て
は
協

働
・
連
携
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
の
推
進
の
一
助
に
な
る
か

と
考
え
る
。
将
来
的
に
公
開

す
る
べ
き
で
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

多
種
多
様

な
要
望
に
対
す
る
進
捗
状
況

等
の
公
表
に
随
時
対
応
し
て

い
く
こ
と
は
、
現
状
で
は
難

し
い
が
、
開
か
れ
た
町
政
の

推
進
を
図
る
た
め
、
行
政
の

「
見
え
る
化
」
に
つ
い
て
は
、

今
後
の
情
報
公
開
、
情
報
発

信
の
参
考
と
さ
せ
て
い
た
だ

く
。

　
　

徳
倉
地
区
を
流
れ
る
江

川
の
一
部
区
間
に
お
い
て
、

樹
木
が
水
面
上
ま
で
伸
び
て

い
る
状
態
だ
が
、
町
で
は
江

川
の
周
辺
環
境
を
改
善
し
、

水
害
リ
ス
ク
の
削
減
対
策
を

行
う
考
え
が
あ
る
の
か
。

　

  （
建
設
課
長
） 

江
川
の
維

持
管
理
の
一
部
を
、
上
徳
倉

区
の
方
々
に
お
願
い
し
、
中

流
部
で
は
、
町
が
除
草
や

し
ゅ
ん
せ
つ
作
業
を
実
施
し

て
い
る
が
、
十
分
な
対
策
を

講
じ
切
れ
て
い
な
い
こ
と
は
、

町
と
し
て
も
認
識
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
江
川
の
最
下
流
に

は
大
平
徳
倉
排
水
機
場
が
あ

り
、
樹
木
や
草
が
河
川
へ
流

向笠 誠

見える化イメージ図（質問者作成）

早急に水害対策を（江川）

れ
た
際
の
影
響
も
懸
念
し
て

い
る
。
今
後
は
、
江
川
下
流

部
か
ら
中
流
部
に
か
け
て
の

樹
木
の
伐
採
、
除
草
及
び
防

草
対
策
を
実
施
し
、
い
つ
起

こ
る
か
わ
か
ら
な
い
水
害
に

対
し
、
速
や
か
に
対
応
で
き

る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
た
い
。

　
　

町
が
管
理
す
る
河
川
の

維
持
管
理
を
今
後
ど
の
よ
う

に
行
っ
て
い
く
の
か
。

　

  （
建
設
課
長
） 

現
在
作
成

中
の
「
清
水
町
水
災
害
対
策

プ
ラ
ン
」
で
は
、
ハ
ー
ド
面

で
の
対
策
で
「
河
川
の
樹
木

伐
採
及
び
除
草
対
策
」や「
河

川
の
土
砂
掘
削
」
に
つ
い
て

明
文
化
す
る
こ
と
を
考
え
て

い
る
。
町
が
維
持
管
理
す
る

河
川
は
多
数
あ
り
、
短
期
間

で
、
そ
の
す
べ
て
の
環
境
整

備
を
行
う
こ
と
は
困
難
で
あ

る
た
め
、
様
々
な
対
策
と
合

わ
せ
水
害
リ
ス
ク
を
軽
減
で

き
る
よ
う
、
創
意
工
夫
を
凝

ら
し
な
が
ら
河
川
の
維
持
管

理
を
行
っ
て
い
き
た
い
。

質問者の動画
が見られます

問

問

問

答

答

答

江
川
の
維
持
管
理
を
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自治体DXで行政サービスの向上

玉
川
卸
団
地
線
か
ら
の
南
進
ル
ー
ト
の
整
備
は

令
和
６
年
度
頃
か
ら
着
手
し
た
い

答
問　

　都
市
計
画
道
路
玉
川
卸

団
地
線
か
ら
の
南
進
ル
ー
ト

を
検
討
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、

具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

令
和
６
年

度
頃
か
ら
事
業
着
手
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
、
県
が
進

め
る
狩
野
川
第
三
架
橋
の
整

備
に
合
わ
せ
た
南
進
ル
ー
ト

の
完
成
を
目
指
す
。

　
　南
進
ル
ー
ト
は
整
備
延

長
も
長
く
、
こ
の
整
備
に
は

解
決
す
べ
き
課
題
が
あ
る
と

思
う
が
、
町
が
想
定
す
る
課

題
、
ま
た
、
そ
の
対
策
は
。

　

  （
建
設
課
長
） 

事
業
の
計

画
延
長
は
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
長
く
、
そ
の
う
ち
新
設

改
良
区
間
は
約
５
６
０
メ
ー

ト
ル
あ
る
こ
と
、
ま
た
、
南

端
の
県
道
と
の
取
付
部
は
変

則
的
な
交
差
点
と
な
る
こ
と

が
予
測
さ
れ
る
た
め
、
事
業

着
手
前
に
関
係
地
権
者
、
関

係
機
関
と
の
十
分
な
協
議
を

行
う
た
め
の
入
念
な
準
備
が

必
要
で
あ
る
。

　
　第
５
次
清
水
町
総
合
計

画
に
掲
げ
る
基
本
目
標
を
実

現
す
る
た
め
、
町
東
部
地
域
、

玉
川
卸
団
地
線
周
辺
の
ま
ち

づ
く
り
及
び
南
進
ル
ー
ト
の

整
備
に
向
け
た
町
の
考
え
は
。

　

  （
町
長
） 

こ
れ
か
ら
が
重

要
な
時
期
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
必
要
な
時
期
に
必

要
な
予
算
を
措
置
し
て
い
く

考
え
で
あ
る
。
事
業
の
実
現

に
向
け
庁
内
組
織
の
横
断
的

な
協
力
体
制
を
構
築
し
、
地

元
の
理
解
を
得
な
が
ら
一
歩

一
歩
着
実
に
進
捗
を
図
り
た

い
。

　
　自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す

る
意
義
は
。
ま
た
、「
自
治

体
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
の
計
画

期
間
は
。

　

  （
企
画
課
長
） 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

活
用
し
て
住
民
の
利
便
性
を

向
上
さ
せ
る
と
と
も
に
、
業

務
効
率
化
を
図
り
人
的
資
源

を
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
さ
ら
な

る
向
上
に
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
。
期
間
は
令
和
３
年
１
月

か
ら
令
和
７
年
度
末
ま
で
。

　
　自
治
体
Ｄ
Ｘ
を
進
め
る

た
め
に
は
、
職
員
の
意
識
の

醸
成
、
専
門
的
知
識
の
習
得

が
必
要
と
考
え
る
が
、
そ
の

方
針
は
。

　

  （
総
務
課
長
） 

幅
広
い
世

代
を
対
象
と
す
る
職
員
研
修

を
計
画
的
に
実
施
し
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
に
特
化
し
た
潜
在
的
な
能

力
を
有
す
る
職
員
を
見
定
め
、

よ
り
専
門
的
な
研
修
に
派
遣

佐野 俊光

質問者の動画
が見られます

自
治
体
Ｄ
Ⅹ
推
進
の
考
え
は

※

問問

問

問

答答

答

答

す
る
な
ど
職
員
の
育
成
に
努

め
る
。

　
　近
隣
自
治
体
で
も
「
自

治
体
Ｄ
Ｘ
」
の
推
進
に
向
け

動
き
出
し
て
い
る
が
、
町
の

総
合
計
画
の
中
で
「
自
治
体

Ｄ
Ｘ
」
を
ど
の
よ
う
に
位
置

づ
け
て
い
く
の
か
。

　

  （
町
長
） 

第
５
次
総
合
計

画
に
お
い
て
、
基
本
目
標
６

の
「
未
来
に
責
任
の
あ
る
ま

ち
へ
」
を
達
成
す
る
た
め
の

施
策
と
し
て
「
情
報
戦
略
の

推
進
」
を
掲
げ
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の

活
用
に
よ
る
業
務
の
効
率
化

と
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

目
指
し
て
い
る
。

※
自
治
体
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル・

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

　デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し

た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
改
革
を

進
め
、
住
民
の
生
活
を
よ
り

良
い
方
向
へ
変
革
す
る
取
り

組
み
の
こ
と
。

問答

問答



令和 4年１月９日に催された清水町成人式。
今年は３３７人が成人を迎えました。
成人式実行委員の皆さんに抱負と町に対し
て期待することをお聞きしました。

はたちの抱負
出身中学　氏名
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　新
し
い
一
年
が
始
ま
り
ま

し
た
。
本
年
も
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　今
年
も
本
格
的
な
受
験

シ
ー
ズ
ン
が
始
ま
り
ま
し
た
。

受
験
生
の
皆
さ
ん
や
ご
家
族

の
皆
様
の
こ
れ
ま
で
の
頑
張

り
の
成
果
が
試
さ
れ
る
と
き

で
す
。
で
も
、
や
は
り
最
後

に
は
神
頼
み
で
す
か
ね
。

　町
内
に
は
、
学
問
の
神
様

菅
原
道
真
公
を
お
祀
り
し

た
「
天
神
社
」
が
戸
田
地
区

に
あ
り
ま
す
。
他
に
も
柿
田

区
の
日
枝
神
社
に
天
神
様
の

お
社
が
あ
り
ま
す
。
コ
ロ
ナ

禍
で
遠
く
の
天
神
様
に
お
願

い
が
出
来
な
く
て
も
、
町
内

の
神
社
へ
合
格
祈
願
の
お
願

い
に
出
掛
け
た
ら
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
受
験
生
の
皆
さ

ん
の
桜
が
大
き
く
咲
き
ま
す

よ
う
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

（
秋
山
）

発
行
・
編
集
責
任
者
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　松
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　俊
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広
報
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聴
委
員
会

委
員
長

　吉
川

　清
里

副
委
員
長

　松
下

　尚
美

委

　員

　秋
山

　治
美

山
本

　文
博

　
　
　
　
　飯
田

　安
雄

向
笠

　誠

　

こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
万
２
7
０
０
部

製
作
し
、
１
部
当
た
り
の
制
作
費
は
約

17
円
で
す
。

編
集
後
記

お知らせ
次
の
定
例
会
は

　３
月
１
日

　午
前
９
時

　開
会
予
定
で
す
。

スポーツが盛んな町に

清水町に期待すること

帰りたくなる自慢のふるさとに

安心して帰ることができる町

住み続けたくなる
あたたかい町に

子育てしやすい町

笑顔溢れる町

ボール遊びができる
公園をつくってほしい！

いつまでも　このままで。

居心地のいい町
撮影のため一時的にマスクをはずしています。


